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研究テーマ － ニューラルネットワークによる月末の総合株価予測 

 

 

１． まえがき 

 ニューラルネットワークを用いて

韓国の株式市場を対象にし、株価を

予測する。ニューラルネットワーク

とは人間の脳の構造を真似たもので

ある。 

 

２． 研究課題 

 前月の株式関連データを入力因数

とし、次の月末の総合株価の騰落を4

段階で分けて予測する。 

 

３． 研究方法 

 対象とするデータの期間を過去30

年から5年間まで変えながら実験を行

う。学習を行うときの細かい調整を

それぞれの期間について行う。また

入力データの種類を変えながらその

様子を見る。 

 

４． 実験と考察 

 最初の予測結果の的中率は40%し

かならず、その効用性が見られなか

ったが、経済関連データも入力デー

タとして使うことにより入力データ

の数を増やし、また期間を過去20年

間のデータを使った結果、70%の的

中率というよりいい結果が得られた。 

 

 

５． まとめと今後の課題 

 今後の実験では学習データが予測

データに比べて多く、その信頼性は

それほど高くはない。今度は学習デ

ータと予測データの比を2対1にして

実験を行ってみたい。それにローカ

ルミニマム問題で作ったネットワー

クが最適の状態だとは限れないので

それについても工夫してみたい。 


